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第五囲　　1928年7月909時40分撮影
第五圖去る七月入日，朝鮮杢燈にわ7ニリ，磁氣嵐が襲った事た新聞紙itvaじ7こ
が此れは丁度其日の爲眞，しかもその最中に撮影されナニもの，太陽面ば可なり淋
しいが複爲によって術一紙淋しくなって，磁氣嵐S太陽黒黙この關係ば今議論種
を呈供してみるが，今假りに・磁氣嵐が黒黙に關するならばビ云ふ考へで爲眞な
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太　陽　篇　眞（柴田） 411
?、
　　　　第　　　六　　　圏
　　、÷蛎」で；一、．
．繊・鵜　　輿・一・一
　　　　第　　　・七　　　圖
　　　・　，弘　、　　　　　　　　．宕傭君‘『謡．鹸評。繕．
篭
　　　　．’講　　　　ドノ電．灘麟箏雛∫誓・、・
：“．tt．
i・・t’
???
駕
111’11111i：：．19’6．’iilg／4－II，lo，：：一：；：
第六圃第七圖ば第五圖の下物
の大黒黙葎9ミリ，th　）Vナー
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うの複雑ぜろ所がよく表にれ
てるる，同畦に下鮎の二化も
見える・
に合はないので，特別に，非常に鐸力のある鋼鐵のゼンマイを仕掛けて一
氣に，iヤターの膜を引張って撒千分ノー秒S云ふ様な露出を與へる．所
でもう一つ愛則ε云ふわけでもないが，他の撮影法に，前の襟に長焦鮎の
機械を用ひる代りに，引延しレンズを用ひて，普通の望遠鏡で撮影する方
法がある．之によるS通常焦匙の望遠鏡で間に合ふから，中々都合が好い
が，其代り其罰に色々な他の鋏鮎がミもなふ．云はst此の方法は一・種の間
：道であるから，其れだけの一町が要る．
　我々京都大學天文皇では，今此の抜け道を走ってみる．機械は七吋屈析
望遠鏡であって，口径十八糎焦鮎距離2890糎である．引延しレンズは
　5輝27倍のアイピースを其まN用ひてみる．そして第五圖の如き大き
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さに引延してみる．此れで，ざつミF．50位になる．一，二，三，四，圖は更に
アaピースミ乾板εの距離を大にして撮ったものでF．100位になってみる．
太陽像は大きく引延せば，それだけ，光線が弱まるけれ魯，なかなか汐う
して，F．50や100では，十八糎は大きすぎ，現に私は，二吋に迄絞ってみ
る．それでもさすがは，あらゆる光の源だけあって太陽は，まだまだ承知
しない．そこへ濃黄色スクリーンを入れてプロセス乾板を使用して千分ノ
・一bの露出を支へてやつミ我慢して貰ってみる．がしかし，蓄うかするミ
まだ光線過剰で，折角の爲眞が．ツブレてしまふ事がある．太陽爲眞に於
て，ぶつつかる關所の第一が光線過剰ミ云ふこεである．さて次に先づ此
の關所を通れば，今度はSeeingの關所がある．此のSeeing關所は二叉
中々難關で，中々良SeeiDgに撮影は出來ないものである．それにも所謂
朝凪ぎ，夕凪ぎ，ミ云ふεきは，まだ，比較的ましであるが，正午すぎか
ら，二三時間の，撮影は余程骨が折れる，太陽像は，小さくては黒黒占も明
瞭に，表はれないから，やはり比較的大きな像が必要である，所で像を大
きく櫨上すれば，それだけ，室氣の動揺が旗大されるから，盆々撮影が困
難になる．六気七圖の撮影には大分骨が折れる．三際蓮；が悪いミ，日光直
射の眞夏，シヤターを握ったまXで，一時間位立往生するこミがある．吹
に來る關所は，親像液の加減ε，其時間である．私は此等の窮眞には，・・
イドロキノーン現像液に少量のメトールを加へたものに，五分間，現像を
やつナこ原板には可なり，デャテールを示してみるが複爲で洗ひ去られるの
は，かへすがへすも，残念である．
紬會豫告i
　今春來懸案だつずこ本年度の天文同好黙契母物愈々此の十月下旬京都1：於て開き
71いミ思ひます．大正九年本會建設以來着實に其の歩みな進めて観ずこ本誌も，會
員の研究ご共に多少高踏に編し多くの讃者にどつてに却って難解であるビの誹
為耳にするに到りましすご・此の際断然其の面目々一新し多くの讃者諸氏の希望
に添ふの亡共1も將來に於ける活躍な期そう口窄ひます，その具艦的計叢につい
ては本総會に於て，大いに御高見な伺ひ字こいビ思ひますから奮って御参加あらん
事准希望します・街詳細ば閏月號に獲表します・
